
 

 
令和３年７月２０日(火) 第５号 

対策を継続しつつ 「たくましく、チャレンジする」 夏休みに！ 
５月から始まった今年の長梅雨も学期末に合わせるように梅雨

明けとなり、夏の日差しが強くなってきました。昨年度の 7月は、
梅雨末期の大雨で３日間の臨時休校となりましたが、今年は無事
に夏休みが迎えられそうです。１学期中には大きな事故等もなく、
子供たちは大きく、たくましく成長してきました。皆様のご支援
ご協力に感謝申し上げます。 
明日から４２日間の夏休みは『豊かな心で たくましく やりぬ

く子』への絶好の機会となります。夏休み期間も、毎日の手洗いや
消毒、マスクの着用、人との距離の確保と三密の場の回避、体調に
異変がある場合の活動ストップなど「基本的な感染防止対策」
は継続しつつ、お子さんと『１日の過ごし方の時間割』を作成す
るなど、自分から進んで「じょうぶな体」「思いやる心」「考え

る力」などを伸ばしていける「チャレンジする夏休み」になるよう支えてください。また、交通事故や
水の事故、熱中症などに十分注意するよう日々確かめてくださるようお願いします。 
 

■久しぶりの授業参観にみんなニコニコ！ 
７月３日(土)に、本当に久しぶりとなる七夕授業参観を行いま

した。通常授業の参観としては一昨年の７月以来となり、１年生
はもちろん、２年生にとっても入学して初めての授業参観でした。 
コロナ渦の影響で、多くの制約があった参観日でしたが、来校

してくださった皆様が趣旨を理解してとても協力的に参観してい
ただいたことで、当日はスムーズに進行することができました。
心より感謝いたします。また、事前の七夕飾りの設置や、当日の

受付・“黙参観”協力の呼びかけ
など、多くのことで PTA 本部の
方が支えていただいたことも有り難かったです。 
子供たちの短冊を読むと、「自分の将来の夢」や「家族の健康や

安全」について書いた子がとても多かったです。コロナの影響だけ
でなく、デジタル化など社会の変化がとても大きく、将来のことが
見通しにくい現代ですが、子供たちは自分や家族の未来について
しっかりと考えはじめていることが伝わってきました。 
夏休みには、短冊への思いをお子さんと語り合ってみてはいか

がでしょうか。 
 

■４年「身近な生活の中の環境問題」を専門家から学ぶ 
７月２日(金)と９日(金)に、４年生が岐阜市役所環境部の方を

講師として、身近な生活の中の環境問題について学習しました。
２日には「ガラスの地球を救えプロジェクト」と題して、地球温
暖化の問題についてかりやすく説明していただきました。また、
９日は「ゴミを減らそう大作戦」として、ゴミ処理や減量化の
取り組みについて教えていただきました。 
岐阜市の家庭から出る普通ゴミは、１日に約２１０トン（小学

生約５２５０人分の体重！）もあり、燃やした灰を捨てる場所も
限られるので、未来のために「ゴミを減らす」ことが大切だと
いう説明を、うなずきながらどの子も熱心に聞いていました。 
 

■お知らせとお願い 
○８月３日(火)～８月１８日(水)まで、学校閉庁日で日直がおりません。（勤務する職員がいる日もありま
すが、電話対応は行いません。） 緊急時は岐阜市の緊急時連絡先：０８０-１５９９-３９７０へおかけ
ください。何かとご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。 

《１年みずとなかよし》 


